
標準施工図 （だんねつくん） 標準施工図（ふくごうくん）

ふくごうくん　FP030RF-1997（2）仕様

■金属板屋根葺材施工法
※もやの間隔は構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法です。
※たるきに耐火被覆が必要です。
※葺材は鋼板製金属屋根限定です（アルミニウム合金板、銅板、ステンレス板、チタン板含む）。
※有機系断熱材付き金属屋根に対応。

■金属板屋根葺材施工法

ふくごうくん FP030RF-1058、1660～1662、1666～1670、1672 仕様 

■金属板横段葺施工法
※葺材は鋼板製金属屋根材限定です（銅板、ステンレス板、チタン板、アルミニウム板含む）。
※有機系断熱材付き金属屋根に対応。

Tジョイナー
あり又はなし

Tジョイナーあり又はなし
※だんねつくん、ふくごうくんは製造方法上、
目地が目立つ場合がありますので、Tジョイナー
などを使用することをお勧めします。

金属板横段葺

リーマ付きドリルねじ
φ4 ㎜×50 ㎜以上

（CPN1800K12の場合）
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タッピンねじ
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もや（梁下4m未満の場合
　　 1時間耐火被覆）

■金属板横段葺施工法
※葺材は鋼板製金属屋根材限定です（銅板、ステンレス板、チタン板含む）。
※有機系断熱材付き金属屋根に対応。
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だんねつくん
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リーマ付きドリルねじ
φ4 ㎜×55 ㎜以上

（CPN1800P12の場合）

Tジョイナー
あり又はなし
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リーマ付きドリルねじ
φ4 ㎜×55 ㎜以上

（CPN1800P12の場合）
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Tジョイナーあり又はなし
※だんねつくん、ふくごうくんは製造方法上、
目地が目立つ場合がありますので、Tジョイナー
などを使用することをお勧めします。

だんねつくん （フェノールフォーム12 ㎜）：FP030RF-1779-1（2）仕様
  （フェノールフォーム25 ㎜）：FP030RF-1751-1（2）仕様

だんねつくん（フェノールフォーム 25 ㎜以上）　FP030RF-1984 仕様
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C－100×50×20×2.3以上

ふくごうくん

たるき被覆材留付材
ねじφ4㎜×40㎜以上

リーマ付きドリルねじφ4㎜×50㎜以上
（CPN1800K12の場合）

もや（梁下4m未満の場合
　　 1時間耐火被覆）
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※ケイカル板（厚25㎜）
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たるき被覆材留付材
ねじφ4㎜×40㎜以上

もや（梁下4m未満の場合
　　 1時間耐火被覆）たるき

C－100×50×20×2.3以上

構造安全性が確かめられた寸法
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※フェノールフォーム25㎜以上

たるき被覆材
※ケイカル板（厚25㎜）

たるき被覆材留付材
ねじφ4㎜×40㎜以上、
けい酸ナトリウム系接着剤併用

もや（梁下4m未満の場合
　　 1時間耐火被覆）

たるき
C－100×50×20×2.3以上

下葺材

金属板屋根葺材

たるき
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だんねつくん
※フェノールフォーム25㎜以上

たるき被覆材留付材
ねじφ4㎜×40㎜以上、

けい酸ナトリウム系
接着剤併用

リーマ付きドリルねじφ5㎜×60㎜以上
（CPN1800J25の場合）

もや（梁下4m未満の場合
　　 1時間耐火被覆）

たるき被覆材
※ケイカル板（厚25㎜）

※もやの間隔は構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法です。
※たるきに耐火被覆が必要です。
※葺材は鋼板製金属屋根限定です（銅板、ステンレス板、チタン板含む）。
※有機系断熱材付き金属屋根に対応。

たるき被覆材

構造安全性が確かめられた寸法

だんねつくん

610以下

たるき
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もや（梁下4m未満の場合
　　 1時間耐火被覆）

C－100×50×20×2.3以上

下葺材
金属板屋根葺材

リーマ付きドリルねじ
φ5㎜×60㎜以上

（CPN1800J25の場合）

固定吊子

Tジョイナーあり又はなし
※だんねつくん、ふくごうくんは製造方法上、
目地が目立つ場合がありますので、Tジョイナー
などを使用することをお勧めします。

Tジョイナーあり又はなし
※だんねつくん、ふくごうくんは製造方法上、
目地が目立つ場合がありますので、Tジョイナー
などを使用することをお勧めします。
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